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『
徒
然
草
』
第
八
十
六
段
の
「
ほ
う
し
」

―
惟
継
中
納
言
の
「
い
み
じ
き
秀
句
」
―

佐
々
木

勇

〇
、
本
稿
の
目
的

『
徒
然
草
』
注
釈
書
で
第
八
十
六
段
と
さ
れ
る
一
話
を
、
現
行
本
の
底
本

と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
刊
烏
丸
本
を
翻
刻
し
て

引
用
す
る
。

惟
継
中
納
言
は
・
風
月
の
才
に
と
め
る
人
也
・
一
生
精
進
に
て
讀
經
う

ち
し
て
・
寺
法
師
の
圓
伊
僧
正
と
同
宿
し
て
侍
け
る
に
・
文
保
に
三
井

寺
や
か
れ
し
時
・
坊
主
に
あ
ひ
て
御
房
を
ば
て
ら
法
師
と
こ
そ
申
つ
れ

ど
・
寺
は
な
け
れ
ば
今
よ
り
は
・
ほ
う
し
と
こ
そ
申
さ
め
と
い
は
れ
け

り
い
み
じ
き
秀
句
也
け
り

現
存
最
古
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
写
正
徹
本
で
も
、
左
の
通
り
、
大
き

な
異
同
は
無
い
。
（
原
本
の
改
行
を
／
で
示
す
。
）

こ
れ
つ
く
の
中
納
言
は
風
月
の
才
に
と
め
る
人
な
り
／
一
生
精
進
に
て

と
經
う
ち
し
て
寺
法
師
の
圓
伊
僧
正
／
と
同
宿
し
て
侍
け
る
に
文
保
に

三
井
寺
や
か
れ
に
し
時
／
坊
主
に
あ
ひ
て
御
房
を
は
寺
法
師
と
こ
そ
申

つ
れ
と
も
／
寺
は
な
け
れ
は
今
は
法
し
と
こ
そ
申
さ
め
と
い
は
れ
／
け

り
い
み
し
き
秀
句
な
り
け
り

こ
の
短
い
一
段
の
本
文
は
、
他
の
諸
本
で
も
同
然
で
あ
る
。

（
１
）

「
寺
法
師
」
の
寺
が
焼
か
れ
た
今
、
「
ほ
う
し
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
な
ぜ
「
い

み
じ
き
秀
句
」
な
の
か
。
古
注
か
ら
現
在
の
注
釈
書
ま
で
、
こ
の
解
釈
に
苦

し
ん
で
い
る
。
小
松
英
雄
『
徒
然
草
抜
書
』
も
こ
れ
に
一
章
を
割
き
な
が
ら
、

（
２
）

「
こ
の
章
の
帰
結
に
、
わ
た
く
し
自
身
、
満
足
し
て
い
な
い
」
と
記
す
。

本
稿
は
、
こ
の
段
の
解
釈
に
つ
い
て
、
私
案
を
提
出
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

一
、
惟
継
中
納
言
と
圓
伊
僧
正

１
．
惟
継
中
納
言

惟
継
は
、
平
惟
継
（
一
二
六
六
―
一
三
四
三
）
で
あ
る
。
治
部
卿
平
高
兼

の
子
。
正
和
二
年
（
一
三
一
三
）
従
三
位
、
勘
解
由
長
官
、
大
宰
大
弐
な
ど

を
へ
て
元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）
に
参
議
と
な
る
。
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）

に
刑
部
卿
、
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
に
権
中
納
言
に
昇
る
。
建
武
二
年
（
一

三
三
五
）
に
文
章
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
、
暦
応
五
年
〈
興
国
三
年
〉
（
一
三
四

二
）
正
月
に
正
二
位
で
出
家
す
る
。
法
名
は
宴
儀
と
伝
え
ら
れ
る
。

（
３
）

「
風
月
の
才
に
と
め
る
人
也
」
と
さ
れ
る
惟
継
は
、
元
亨
四
年
（
一
三
二

四
）
正
月
十
五
日
に
、
花
園
上
皇
出
御
の
詩
会
に
参
列
し
、
翌
正
中
二
年
（
一

三
二
五
）
正
月
閏
二
十
二
日
の
論
語
講
談
に
名
を
連
ね
る
（
『
花
園
天
皇
宸

記
』
）
。
願
文
も
書
い
た
（
『
新
拾
遺
集
』
哀
傷
九
一
三
番
歌
・
詞
書
）
。

ま
た
、
元
亨
四
年
三
月
九
日
か
ら
の
後
白
河
天
皇
供
養
御
八
講
、
お
よ
び



正
中
二
年
七
月
の
後
深
草
天
皇
御
八
講
、
同
八
月
二
十
九
日
よ
り
の
法
華
御

八
講
に
参
仕
し
て
お
り
（
『
花
園
天
皇
宸
記
』
）
、
「
一
生
精
進
に
て
讀
經
」
し

た
片
鱗
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

和
歌
も
、
『
玉
葉
集
』
『
続
千
載
集
』
『
続
後
拾
遺
集
』
『
新
千
載
集
』
な
ど

に
撰
ば
れ
て
い
る
。
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
の
『
詠
法
華
経
和
歌
』
で
は

「
露
も
ろ
く
な
ひ
く
草
木
の
い
ろ
／
＼
も
み
ぬ
よ
の
風
の
音
に
こ
そ
し
れ
」

の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

（
４
）

２
．
圓
伊
僧
正

『
伝
法
灌
頂
血
脈
譜
』
（
園
城
寺
蔵
本
）
に
依
れ
ば
、
圓
伊
は
、
大
阿
闍

（
５
）

梨
浄
雅
前
大
僧
正
（
文
保
三
年
〈
一
三
一
九
〉
四
月
七
日
卒
）
か
ら
、
延
慶

二
年
（
一
三
〇
九
）
に
四
十
三
歳
で
伝
法
灌
頂
を
受
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

惟
継
誕
生
の
翌
年
一
二
六
七
年
の
生
ま
れ
と
な
る
。
こ
の
『
伝
法
灌
頂
血
脈

譜
』
は
、
圓
伊
を
「
大
納
言
権
僧
正
」
と
記
す
。
た
だ
し
、
権
僧
正
に
な
っ

た
の
が
い
つ
の
こ
と
か
は
、
未
詳
で
あ
る
。

『
藤
原
氏
系
図
』
（
『
続
群
書
類
従
』
第
五
輯
上
・
系
図
部
）
に
も
、
弘
長

二
年
（
一
二
六
二
）
卒
伊
平
孫
「
寺

僧
正
」
と
記
載
さ
れ
る
。
『
伝
法
灌

頂
血
脈
譜
』
に
は
、
「
大
納
言
藤
伊
頼
卿
子
」
と
あ
る
。

（
６
）

圓
伊
は
、
文
保
三
年
三
月
九
日
・
十
日
、
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
三
月

九
日
・
十
一
日
、
元
亨
二
年
三
月
十
三
日
お
よ
び
同
年
八
月
二
十
九
日
の
法

華
八
講
に
、
講
師
・
問
者
・
證
議
と
し
て
、
長
講
堂
や
法
華
堂
に
参
上
し
て

い
る
。
ま
た
、
同
三
年
九
月
三
日
に
は
、
後
伏
見
上
皇
御
幸
の
法
華
堂
で
法

華
経
一
部
の
導
師
を
務
め
て
い
る
（
『
花
園
天
皇
宸
記
』
）
。

圓
伊
も
勅
撰
歌
人
で
あ
る
。
『
新
後
撰
集
』
『
玉
葉
集
』
『
続
千
載
集
』
『
続

後
拾
遺
集
』
『
風
雅
集
』
な
ど
に
撰
ば
れ
、
正
和
四
年
『
詠
法
華
経
和
歌
』

で
は
、
「
木
陰
に
そ
な
を
お
し
へ
や
る
山
深
く
ち
き
り
し
友
は
い
ま
も
か
は

ら
て
」
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

３
．
「
文
保
に
三
井
寺
や
か
れ
し
時
」
の
惟
継
と
圓
伊

「
文
保
に
三
井
寺
や
か
れ
し
時
」
は
、
文
保
三
年
（
一
三
一
九
）
四
月
二

十
五
日
に
、
延
暦
寺
の
僧
徒
に
よ
っ
て
園
城
寺
が
焼
き
払
わ
れ
た
時
を
指
す
。

（
７
）

こ
の
年
、
惟
継
は
五
十
四
歳
で
あ
る
。
参
議
に
も
な
っ
て
お
ら
ず
、
中
納
言

に
は
達
し
て
い
な
い
。

文
保
三
年
時
、
圓
伊
が
僧
正
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。

（
８
）

圓
伊
は
、
惟
継
の
一
歳
年
下
で
あ
る
。
『
徒
然
草
』
の
「
寺
法
師
の
圓
伊

僧
正
と
同
宿
し
て
侍
け
る
に
」
は
、
惟
継
が
圓
伊
と
同
じ
僧
坊
に
住
し
て
、

仏
道
修
行
を
し
た
親
し
い
間
柄
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
松
永

（
９
）

貞
徳
『
な
く
さ
み
草
』
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
跋
本
に
は
、
圓
伊
と
惟
継

と
が
机
を
並
べ
て
書
を
読
む
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
同
宿
の
頃

か
ら
と
も
に
作
歌
に
も
精
進
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

二
、
『
徒
然
草
』
執
筆
時
に
お
け
る
「
寺
法
師
」
の
語
形

冒
頭
で
引
用
し
た
烏
丸
本
本
文
は
「
御
房
を
ば
て
ら
法
師
と
こ
そ
申
つ
れ

ど
」
で
あ
り
、
同
箇
所
は
、
卜
部
家
本
「
寺
法
し
」
、
細
川
本
・
菊
亭
家
旧

て
ら
ほ
う

蔵
本
「
て
ら
ほ
う
し
」
と
す
る
。

鎌
倉
中
期
書
写
加
点
最
明
寺
本
『
宝
物
集
』
に
、
「
あ
や
し
の
・
山
寺
法
師

ヤ
マ
テ
ラ
ホ
ウ
シ

な
ん
と
は
・
」
（
巻
第
四

オ
）
と
あ
る
。
ま
た
、
龍
谷
大
学
学
術
情
報
セ

38

ン
タ
ー
蔵
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
（

-
-

７
）
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
刊

021

234

本
で
も
、
「
こ
れ
は
誑
惑
の
も
の
の
道
心
も
な
き
か
山
寺
法
師
な
ん
と
に
ほ

わ
う
わ
く

た
う
し
ん

や
ま
て
ら
ほ
う
し

め
ら
れ
ん
と
て
佛
意
を
は
か
へ
り
み
す
い
ひ
い
た
せ
る
事
な
り
」
（
七

ウ

ふ
つ
い

11



６
）
と
さ
れ
る
。
こ
の
本
の
振
り
仮
名
は
、
存
覺
（
一
二
九
〇
―
一
三
七
三
）

筆
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
１
０
）

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
「
寺
法
師
」
は
、
「
て
ら
」
（
訓
）
と
「
ほ
う
し
」
（
音
）

と
を
連
ね
た
語
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
『
倭
名
類
聚
抄
』

に
諸
寮
中
の
和
名
と
し
て
「
玄
番
寮
〈
保
宇
之
萬
良
比
止
乃
豆
加
佐
〉
」
（
元

和
本
・
五
６
ウ
）
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
早
く
か
ら
和
語
と
と
も
に
使
用
さ

れ
た
「
法
師
」
は
、
漢
語
で
あ
る
と
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
日
常
口
頭
の
場
で
は
、
「
法
」
の
入
声
音
を
留
め
ず
、
仮
名
書
き
「
保

宇
之
」
「
ほ
う
し
」
の
通
り
の
発
音
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

（
１
１
）

こ
の
「
寺
法
師
」
を
、
現
行
の
『
徒
然
草
』
注
釈
書
諸
本
は
、
「
て
ら
ほ

う
し
」
と
読
む
。

（
１
２
）

し
か
し
、
「
寺
法
師
」
は
、
「
寺
」
ノ
「
法
師
」
で
あ
っ
て
、
古
代
日
本
語

に
お
い
て
、
高
率
で
連
濁
す
る
語
構
成
で
あ
る
。

（
１
３
）

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
写
細
川
本
『
徒
然
草
』

で
は
、
「
て
ら
ぼ
う
し
」
と
、
濁
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
つ
ぎ

の
諸
本
に
も
、
当
該
箇
所
に
濁
点
が
存
す
る
（
版
本
は
、
画
像
公
開
さ
れ
て

い
る
も
の
を
代
表
と
し
て
記
す
）
。

○
松
井
明
之
氏
蔵
本
『
徒
然
草
』
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
写
本
（
国
文
研

マ3−
16−

5

）

○
蓬
左
文
庫
蔵
『
徒
然
草
』
江
戸
初
期
写
本
（107-22

）

○
東
海
大
学
蔵
『
徒
然
草
』
江
戸
初
期
写
本
（
桃19-68

）

○
大
分
県
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館
蔵
『
徒
然
草
』
江
戸
初
期
写
本
（
三
門
和174

号
）

○
『
徒
然
草
』
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
刊
本
（
京
都
大
学
図
書
館
・10-05/

ツ/1

）

○
『
徒
然
草
』
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
刊
本
（
国
文
研
高
乗
・89-34

）

○
『
徒
然
草
』
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
刊
本
（
金
城
学
院
図
書
館
・0330607

）

○
『
徒
然
草
』
刊
本
（
お
茶
の
水
大
学
図
書
館
・
国
文
研

D
IG
-O
C
H
A
-56

）

○
『
徒
然
草
』
刊
本
（
国
文
研
鵜
飼96-993-1~2

）

○
『
徒
然
草
句
解
』
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
刊
本
（
内
閣
文
庫
・203-0115

）

○
『
徒
然
草
文
段
抄
』
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
刊
本
（
国
会
図
書
館
・837-5

）

○
『
徒
然
草
抄
増
補
』
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
刊
本
（
筑
波
大
学
図
書
館

・
ル175-77

）

○
『
徒
然
草
参
考
』
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
刊
本
（
内
閣
文
庫
・203-0121

）

○
『
徒
然
草
直
解
』
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
刊
本
（
筑
波
大
学
図
書
館
・

ル175-80

）

○
『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
刊
本
（
早
稲
田
大
学
・

文
庫30

E
0114

）

○
『
頭
書
徒
然
草
絵
抄
』
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
刊
本
（
国
会
図
書
館
・

特1-772

）

○
『
つ
れ
つ
れ
草
』
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
刊
本
（
酒
田
光
丘
・26-344-2

）

○
『
徒
然
草
』
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
刊
本
（
静
嘉
堂
文
庫
・81-64

）

○
『
徒
然
草
絵
抄
』
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
刊
本
（
京
都
大
学
図
書
館
・10-05/

ツ/2

）

○
『
徒
然
草
集
説
』
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
刊
本
（
国
文
研
高
乗
・89-115

）

○
『
つ
れ
つ
れ
清
談
抄
』
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
刊
本
（
国
会
図
書
館

・857-3

）

○
『
徒
然
草
明
汗
稿
』
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
刊
本
（
内
閣
文
庫
・203-0120

）

○
『
つ
れ
つ
れ
草
』
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
刊
本
（
早
稲
田
大
学
・
文
庫30



E
0106

）

○
『
徒
然
草
諺
註
』
近
世
写
本
（
国
文
研
高
乗89-72-1~2

）

○
『
つ
れ
つ
れ
』
刊
本
（
国
文
研
・
タ
５-17

）

○
『
徒
然
草
』
刊
本
（
国
文
研
高
乗89-29

、
同89-31

、
同89-34

、
同89-68

、

同89-69
、
国
文
研
タ5-23

、
同
タ5-34

、5-70

、
国
文
研
鵜
飼96-993

）

ま
た
、
成
立
時
が
『
徒
然
草
』
に
比
較
的
近
い
文
献
へ
の
加
点
例
に
、
次

の
諸
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

○
室
町
後
期
写
米
澤
本
『
沙
石
集
』
「
或
ル
山
寺
法
師
ニ
・
此
ノ
物_

語
ヲ
セ

ボ
ウ
シ

シ
カ
ハ
・
」
（
三
冊
目
４
枚
目
写
真
）
。

○
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
刊
本
『
沙
石
集
』
「
圓
―

幸
教
―

王
―

房
ノ
法
―

橋

エ
ン

カ
ウ

ホ
ツ

ケ
ウ

ト
テ
。
寺
法
―

師
ノ
學
―

匠
有
ケ
リ
。
」
（
巻
第
五
上

ウ
）
。

テ
ラ

゛

15

○
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
刊
本
『
源
平
盛
衰
記
』「
い
ざ
／
＼
、
真
海
も
寺
法
師

し
ん
か
い

て
ら
ぼ
う
し

な
り
」
（
内
閣
文
庫167-00043

巻
第
十
四

オ
）
。

36

○
江
戸
期
刊
本
『
源
平
盛
衰
記
』
「
イ
ザ
／
＼
、
真-

海
モ
寺
法
師
也
」
（
内
閣

テ
ラ
ボ
フ
シ

文
庫

167-00049

巻
第
十
四
末
）
。
「
寺
法
師
・
法
輪
院

荒
土
佐
鏡

鋑

ヲ

テ
ラ
ボ
フ
シ

ホ
フ
リ
ン
イ
ン
ノ
ア
ラ
ト

サ

キ
ヤ
ウ
シ
ユ
ン

バ
・
雷

房
ト
ゾ
申
ケ
ル
」
（
同
巻
第
十
五
８
ウ
）
。
「
山
寺
法
師
思
フ
ニ

イ
カ
ツ
チ
バ
ウ

ヤ
マ
デ
ラ
ボ
フ
シ

サ
コ
ソ
ア
ラ
ン
ス
ラ
メ
」
（
同
巻
第
二
十
九

ウ
）
。

21

○
江
戸
期
写
本
『
太
平
記
』
「
山
を
我
て
き
と
は
い
か
で
お
も
ひ
け
む
・

わ
が

寺
法
師
に
ぞ
く
び
を
き
ら
る
ヽ
・
」
（
書
陵
部
蔵

函
５
号
、
巻
第
十
五

て
ら
ぼ
う
し

510

６
ウ
）
。

○
江
戸
期
刊
本
『
太
平
記
』
「
山
を
わ
が
て
き
と
は
い
か
て
お
も
ひ
け
む
／

て
ら
ぼ
う
し
に
そ
く
び
を
き
ら
る
ヽ
」
（
内
閣
文
庫

167-00064

巻
第
十
五

ウ
）
。

14
○
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
巻
上
・
新
院
御
謀
叛
露
見
「
三
井
寺
法
師
に

み

い

で
ら
ぽ
う
し

相
模
阿
闍
梨
勝

尊
と
い
ふ
も
の
な
り
」
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
七
二

さ
が
み
の
あ

じ
や
り

し
よ
う
そ
ん

頁
）
。

○
金
刀
比
羅
本
『
平
治
物
語
』
巻
下
・
頼
朝
遠
流
の
事
「
「
頼
朝
な
が
さ
る

よ
り
と
も

ヽ
。
い
ざ
や
み
ん
。
」
と
て
、
山
法
師
・
寺
法
師
、
大
津
の
浦
に
市
を
な

や
ま
ぼ
う
し

て
ら
ぼ
う
し

お
ほ
つ

う
ら

い
ち

し
て
ぞ
た
ち
た
り
け
る
。
」
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
二
九
一
頁
）
。

○
江
戸
期
写
本
国
会
図
書
館
蔵
百
二
十
句
本
『
平
家
物
語
』
巻
第
八
「
鼓
判

官
」
「
ゐ
ん
の
御
し
よ
に
は
、
山
ぼ
う
し
て
ら
ぼ
う
し
、
京
中
の
む
か
ひ

つ
ぶ
せ
、
い
ん
ぢ
、
い
ひ
か
ひ
な
き
く
は
ん
じ
や
は
ら
が
や
う
な
る
も
の

ど
も
を
、
め
し
あ
つ
め
て
」
（W

B
7-2

・38/49

頁
右
）
。

『
天
草
本
平
家
物
語
』
も
、
「M

ijderabôxi

」
（
ミ
イ
デ
ラ
ボ
ウ
シ
〈
三
井

寺
法
師
〉
）
（118-21

・125-6

・136-9

）
と
表
記
す
る
。

な
お
、
『V

ocabvlario
da
lingoa

de
Iapam

』
（
日
葡
辞
書
）
に
、
「
寺
法
師
」

は
無
い
。
し
か
し
、
長
崎
版
で
は
、Y

am
abôxi

（
山
法
師
）
・B

iuabôxi

（
琵

琶
法
師
）
・Q

ibôxi

（
生
法
師
）
・Issunbôxi

（
一
寸
法
師
）
・C

aguebôxi

（
影

法
師
）
・Z

zubôxi

（
図
法
師
）
・C

obǒ
(ﾏ

ﾏ
)xi

（
小
法
師
）
、
と
複
合
語
後
部
で

はbôxi

と
連
濁
す
る
。
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
刊
『
狂
言
記
外
五
十
番
』

（
１
４
）

巻
第
四
「
か
な
づ
地
蔵
」
に
も
、
「
か
な
ぼ
う
し
」
（
金
法
師
）
（
８
オ
６
）

の
例
が
存
す
る
。

『
徒
然
草
』
に
は
成
立
時
の
古
写
本
が
無
く
、
「
寺
法
師
」
の
「
法
」
あ

る
い
は
「
ほ
う
」
に
濁
点
を
加
点
し
た
諸
例
は
、
右
の
と
お
り
、
時
代
が
降

る
も
の
で
あ
る
。

（
１
５
）

し
か
し
、
室
町
時
代
後
期
～
江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
連
濁
語
「
て
ら
ぼ

う
し
」
は
、
『
徒
然
草
』
成
立
時
に
お
い
て
も
連
濁
し
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。

三
、
「
寺
は
な
け
れ
ば
今
よ
り
は
・
ほ
う
し
と
こ
そ
申
さ
め
」



１
．
ぼ
う
し
と
こ
そ
申
さ
め

『
徒
然
草
』
本
段
は
、
「
寺
法
師
」
が
「
て
ら
ぼ
う
し
」
と
読
ま
れ
る
こ

と
を
前
提
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
「
寺
」
を
取
っ
て
単
独
語
「
法
師
」
に
戻
れ
ば
「
ほ
う
し
」
と

読
む
こ
と
も
で
き
る
。

だ
が
、「
今
よ
り
は･
ほ
う
し
」
の
本
文
に
濁
点
を
付
し
た
諸
本
が
存
す
る
。

○
細
川
本
『
徒
然
草
』
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
写
本

「
ぼ
う
し
」

法

師

○
松
井
明
之
氏
蔵
本
『
徒
然
草
』
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
写
本

「
ぼ
う

し
」

○
蓬
左
文
庫
蔵
『
徒
然
草
』
江
戸
初
期
写
本
（107-22

）

「
ぼ
う
し
」

○
臼
杵
図
書
館
蔵
『
徒
然
草
』
江
戸
初
期
写
本
（
三
門
和

174

号
）
「
法
師
」

ボ
ウ
シ

○
『
徒
然
草
文
段
抄
』
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
刊
本

「
ぼ
う
し
」

○
『
徒
然
草
』
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
刊
本

「
ぼ
う
し
」

○
『
徒
然
草
絵
抄
』
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
刊
本

「
ぼ
う
し
」

○
筑
波
大
学
中
央
図
書
館
蔵
黒
川
由
純
編
『
徒
然
草
拾
遺
抄
』
元
禄
七
年
（
一

六
九
四
）
写
本

寺
を
の
け
て
ぼ
う
し
と
に
こ
り
て
よ
む
か
・
一
説
火
憂
と
云
心
か
と
云

ホ

ウ
シ

り
如
何
・
寺
は
な
け
れ
は
と
あ
れ
は
・
初
の
義
可
然
歟

○
『
徒
然
草
明
汗
稿
』
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
刊
本

「
ぼ
う
し
」

○
『
徒
然
草
諺
註
』
近
世
写
本
（
国
文
研
高
乗

89-72-1~2

）

「
ぼ
う
し
」

「
て
ら
ぼ
う
し
」
が
「
て
ら
」
を
失
え
ば
、
「
ぼ
う
し
」
と
な
る
。

以
下
、
こ
の
単
純
な
読
み
を
採
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
可
能
か
検
討

し
て
み
る
。

２
．
「
ぼ
う
し
」
に
引
き
当
て
ら
れ
る
語

こ
の
「
今
よ
り
は
・
ほ
う
し
」
の
箇
所
を
、
『
徒
然
草
』
古
写
本
・
古
版

本
で
は
、
烏
丸
本
同
様
、
「
ほ
う
し
」
と
仮
名
書
き
す
る
本
が
大
多
数
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
「
法
師
」
以
外
の
語
を
当
て
る
べ
き
事
を
暗
示
し
た
名
残
で

あ
ろ
う
。

（
１
６
）

こ
れ
を
「
ぼ
う
し
」
と
読
む
場
合
、
そ
れ
に
引
き
当
て
ら
れ
る
語
は
、
何

で
あ
ろ
う
か
。

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
、
「
ぼ
う
し
」
の
語
形
は
、
「
焉
帽
エ
（
平
）

ン
（
平
）

ホ
（
平
濁
）
ウ
（
上
）

―
子

ホ
ウ
シ

」
（
法
中
一
〇
二
８
）
に
の
み
見

ら
れ
る
。
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
前
田
家
本
で
も
、
「
帽
（
去
濁
）

子
（
上
）

ホ
ウ
シ

」
（
上
四
四
ウ
７
・
ホ
雜
物
）
し
か
な
い
。
十
巻
本
『
伊
呂
波
字
類
抄
』

も
、
学
習
院
大
学
蔵
本
「
帽
子

ホ
ウ
シ

莫
報
反

」
（
二

ウ
４
）
、
大
東
急
記

29

念
文
庫
蔵
本
「
帽
子

ホ
ウ
シ

」
（
二

ウ
１
）
が
唯
一
例
で
あ
る
。
二
巻
本

32

『
世
俗
字
類
抄
』
で
も
、
「
帽
子

ホ
ウ
シ

」
（
天
理
大
学
蔵
本
・
上

オ
５
。

25

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
・
上

ウ
２
）
の
み
で
あ
る
。

11

鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
「
ぼ
う
し
」
と
語
形
が
一
致
す
る
語
は
他
に
も
存

し
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
右
の
古
辞
書
に
お
け
る
記
載
か
ら
、
『
徒
然
草
』
成
立
時
に
口

頭
で
「
ぼ
う
し
」
と
言
え
ば
「
帽
子
」
の
意
で
解
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

時
代
が
降
っ
た
『
文
明
本
節
用
集
』
で
も
、
「
ボ
ウ
シ
」
の
読
み
を
記
す

語
は
「
帽
子
」
（

-

１
。
絹
布
門
）
し
か
な
い
。
『
運
歩
色
葉
集
』
『
増
刊
下

ボ
ウ
シ

99

学
集
』
『
佚
名
古
辞
書
』
『
塵
芥
』
『
日
葡
辞
書
』
『
明
応
本
節
用
集
』
『
伊
京

集
』
『
書
言
字
考
節
用
集
』
な
ど
も
、
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
近
世

に
至
っ
て
も
、
「
ぼ
う
し
」
と
聞
い
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
「
帽
子
」
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
細
川
本
『
徒
然
草
』
は
、
「
い
ま
よ
り
は
ぼ
う
し
と

法

師



こ
そ
申
さ
め
」
の
「
ぼ
う
し
」
の
左
に
「
帽
子
ト
云
事
歟
」
と
朱
書
す
る
。

マ
ウ

こ
の
細
川
本
と
同
じ
綴
葉
装
で
書
式
も
近
い
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
徒
然

草
』
江
戸
初
期
写
本
（
高
乗
・

-

）
お
よ
び
東
海
大
学
蔵
『
徒
然
草
』
江

89

22

戸
初
期
写
本
（
桃

19-68

）
に
も
、
「
帽
子
ト
云
事
歟
」
と
全
同
の
傍
記
を
す

る
。よ

っ
て
、
「
ぼ
う
し
」
に
は
、
古
人
も
ま
ず
「
帽
子
」
を
引
き
当
て
た
は

ず
で
あ
る
。

（
１
７
）

○

四
、
い
み
じ
き
秀
句

鎌
倉
時
代
の
古
辞
書
の
記
述
か
ら
、
「
帽
子
」
は
頭
を
覆
う
頭
巾
の
総
称

で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
惟
継
は
、
「
帽
子
」
の
語
で
『
天

狗
草
紙
』
諸
本
な
ど
に
描
か
れ
る
寺
法
師
達
の
裹
頭
袈
裟
を
指
し
た
、
と
考

（
１
８
）

え
る
余
地
も
残
る
。

し
か
し
、
僧
正
自
ら
僧
兵
と
な
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
圓
伊
も

か
つ
て
山
法
師
と
戦
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
を
「
今
」
戒
め
る
言
葉
が

「
い
み
じ
き
秀
句
」
と
評
さ
れ
る
と
は
考
え
が
た
い
。

圓
伊
が
住
し
た
園
城
寺
（
三
井
寺
）
は
、
天
台
宗
寺
門
派
（
天
台
寺
門
宗
）

の
総
本
山
で
あ
る
。
第
五
代
天
台
座
主
・
智
証
大
師
円
珍
（
八
一
四
―
八
九

一
）
に
よ
っ
て
天
台
別
院
と
し
て
中
興
さ
れ
た
。

延
暦
寺
文
書
「
僧
最
澄
仏
具
経
典
奉
納
状
」
に
、
「
天
台
智
者
大
師
持
物

香
炉
奩
師
子
像
別
一
枚
／
帽
子
納
一
（
略
）

已
上
雑
物
、
永
納
比
叡
山
止

觀
院
」
（
弘
仁
二
年
〈
八
一
一
〉
七
月
十
七
日
。
『
平
安
遺
文
』
四
三
四
二
番
）

と
あ
り
、
最
澄
が
中
国
智
者
大
師
の
帽
子
納
を
叡
山
止
觀
院
に
収
め
た
こ
と

を
記
す
。
園
城
寺
文
書
「
円
珍
牒
」
に
も
、
「
又
禅
林
寺
伝
教
大
徳
僧
行
満
、

授
智
者
大
師
納
（
衲
カ
）
帽
子
・
禅
鎮
如
意
」
（
天
安
二
年
〈
八
五
八
〉
閏

二
月
日
。
『
平
安
遺
文
』
一
二
四
番
）
と
あ
る
。

現
に
、
高
祖
・
天
台
大
師
が
頭
巾
を
被
っ
た
十
四
世
紀
の
画
像
が
、
今
に

伝
わ
る
。

（
１
９
）

延
暦
寺
蔵
伝
教
大
師
像
（
国
宝
）
、
兵
庫
県
一
乗
寺
蔵
伝
教
大
師
像
（
十

一
世
紀
作
）
も
、
帽
子
を
着
用
し
て
い
る
。
滋
賀
県
観
音
寺
蔵
最
澄
木
像
（
貞

応
三
年
〈
一
二
二
二
〉
作
）
も
、
最
澄
は
頭
巾
を
被
り
、
閉
目
、
定
印
を
結

ん
で
端
座
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
天
狗
草
紙
』
三
井
寺
巻
Ｂ
の
巻
末
近
く
に

は
、
帽
子
を
被
っ
て
倚
子
に
座
す
高
僧
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
２
０
）

鎌
倉
時
代
の
三
井
寺
に
お
い
て
も
、
僧
正
は
帽
子
を
か
ぶ
る
存
在
で
あ
っ

た
。
か
つ
て
「
同
宿
」
で
あ
っ
た
圓
伊
僧
正
を
寺
「
法
師
」
と
同
音
の
「
帽
子
」

（
２
１
）

ぼ
う
し

ぼ
う
し

と
呼
べ
ば
、
帽
子
を
か
ぶ
る
高
僧
と
な
っ
た
圓
伊
を
祝
う
と
と
も
に
、
僧
正

で
あ
る
今
は
寺
を
再
興
せ
よ
、
と
励
ま
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の

単
純
な
引
き
算
式
謎
々
の
よ
う
な
「
ぼ
う
し
」
を
、
叡
山
横
川
に
隠
棲
し
た

（
２
２
）

兼
好
が
、
「
い
み
じ
き
秀
句
」
と
評
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

五
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
帽
子
」

右
の
と
お
り
で
あ
っ
た
と
し
て
、
「
寺
法
師
」
と
発
音
し
て
い
た
江
戸
時

て
ら
ぼ
う
し

代
の
『
徒
然
草
』
注
釈
者
達
は
、
「
ぼ
う
し
」
に
「
帽
子
」
が
掛
か
る
こ
と



を
、
な
ぜ
明
記
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

１
．
天
台
宗
の
高
僧
が
帽
子
を
被
る
こ
と
へ
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
理
解

菊
岡
沾
凉
著
『
本
朝
世
事
談
綺
』（
享
保
十
九
年
〈
一
七
三
四
〉
刊
）「
縹

帽

は
な
の
ぼ
う

子
」
の
項
に
「
天
台
大
師
、
隋

煬
帝
の
前
に
て
説
法
あ
り
し
。
寒
風
を
凌

し

ず
ゐ
の
や
う
だ
い

し
の
が

し
め
ん
と
、
御
衣
の
袖
を
と
き
て
給
は
り
し
を
、
そ
の
ま
ゝ
に
被
り
た
り
し

か
ぶ

也
。
本
朝
は
桓
武
帝
の
御
衣
の
袖
を
、
伝
教
大
師
に
給
は
り
し
事
あ
り
。
是

で
ん
げ
う
だ
い
し

花
の
ぼ
う
し
の
始
め
也
。
」
と
あ
る
。

（
２
３
）

ま
た
、
『
諸
宗
階
級
』
（
享
和
元
年
〈
一
八
〇
一
〉
―
享
和
二
年
）
に
も
、

次
の
記
事
が
あ
る
。

（
２
４
）

一

天
台
宗
帽
子
着
用
之
事

右
唐
土
ニ
而
者
、
天
台
大
師
江
、
陳
隋
二
帝
ヨ
リ
帽
子
を
賜
り
、
本
朝

ニ
而
者
、
伝
教
大
師
江
、
桓
武
帝
ヨ
リ
賜
り
候
而
、
其
後
山
門
ニ
而
、

広
学
竪
義
之
勅
会
被
仰
出
、
当
今
ニ
至
迄
、
右
勅
会
之
節
、
一
宗
之
寺

院
末
々
之
僧
ニ
而
も
、
能
化
分
之
者
ハ
、
一
生
涯
ニ
一
度
ヅ
ヽ
山
門
江

登
山
、
竪
義
之
経
歴
相
勤
候
得
者
、
勅
許
ニ
付
、
禁
中
ニ
而
も
、
帽
子

着
用
御
免
ニ
候
間
、
御
城
御
礼
之
節
も
、
天
台
宗
者
、
帽
子
着
用
御
免

之
御
事
ニ
候
、

天
台
宗
の
高
僧
が
帽
子
を
着
用
す
る
こ
と
は
、
高
祖
以
来
、
長
く
伝
え
ら

れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
右
の
ご
と
き
書
物
に
特
記
さ
れ
る
事

柄
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
般
常
識
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２
．
「
帽
子
」
の
語
形
増
加
と
用
途
に
よ
る
語
形
分
担

「
帽
子
」
の
語
形
が
知
ら
れ
る
比
較
的
古
い
例
に
、『
新
撰
字
鏡
』「
帽
〈
保

宇
志
〉
」（
巻
十
二
・

オ
７
）
が
有
る
。『
倭
名
類
聚
抄
』
に
も
、「
烏
帽
〈
帽

28

子
附
〉
〈
兼
名
苑
云
帽
一
名
頭
衣
（
以
下
略
）
〉
」
が
「
頭
巾
」
の
前
項
に
記

さ
れ
る
。
世
尊
寺
本
『
字
鏡
』
で
は
、
「
帽
」
に
「
耄
音

莫
報
反
去

冒
也
冠

也
頭
衣
也
（
以
下
略
）
」
（
第
二
冊

オ
１
）
と
注
す
。
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室
町
中
期
写
『
佚
名
古
辞
書
』
で
は
、
「
佛
具
付
道
具

」
に
「
帽
子
」
を
記

フ
ツ
ク

ボ
ウ
シ

す
。
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
写
『
運
歩
色
葉
集
』
で
は
、
毛
（
モ
）
の
部

に
掲
出
し
た
「
帽
子
」
に
も
「
ボ
ウ
シ
」
の
振
り
仮
名
を
付
す
。

こ
の
よ
う
に
、
「
帽
子
」
は
、
平
安
時
代
以
降
現
代
ま
で
使
用
さ
れ
続
け

ぼ
う
し

る
日
本
語
で
あ
る
。

し
か
し
、
室
町
時
代
後
期
に
な
る
と
、
「
帽
子
」
の
新
語
形
「
モ
ウ
ス
」

が
一
般
に
広
ま
っ
た
。

龍
門
文
庫
蔵
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
写
『
庭
訓
往
来
』
お
よ
び
同
蔵

室
町
末
期
写
『
庭
訓
往
来
注
』
「
七
月
日
」
で
は
「
帽
―

子
」
で
あ
っ
た
も
の

ボ
ウ

シ

が
、
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
写
本
（
国
会
図
書
館

-

）
で
は
、「
帽
―

子
」

モ
フ

ス

WA
16
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に
変
わ
っ
て
い
る
。
天
文
六
年
写
山
田
俊
雄
架
蔵
『
庭
訓
往
来
』
お
よ
び
寛

永
五
年
（
一
六
二
八
）
刊
『
庭
訓
往
来
』
も
、
「
帽
―

子
」
で
あ
る
。

モ
ウ

ス

同
じ
く
、
室
町
時
代
中
期
写
『
増
刊
下
学
集
』
で
は
「
ボ
ウ
シ
」
で
あ
っ

た
加
点
が
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
版
『
下
学
集
』
で
は
「
モ
ウ
ス
」
と

な
る
。

『
佚
名
古
辞
書
』
と
同
系
の
清
原
宣
賢
自
筆
『
宣
賢
卿
字
書
』
で
も
、
「
佛

（
２
５
）

具
」
の
「
帽
子
」
に
「
モ
ウ
ス
」
と
仮
名
を
付
す
。
同
じ
く
宣
賢
自
筆
『
塵

芥
』
で
は
、
保
部
「
食
服
門
」
「
器
財
門
」
に
そ
れ
ぞ
れ
「
帽
子
」
を
挙
げ
、

ホ
ウ
シ

毛
部
「
食
服
門
」
に
は
「
帽
子
」
を
載
せ
る
。
室
町
時
代
末
期
写
『
伊
京
集
』

モ
ウ
ス

は
、
保
「
衣
服
」
の
「
帽
子
」
右
に
「
ボ
ウ
シ
」
、
左
に
「
モ
ウ
ス
」
と
記

し
、
毛
「
財
宝
」
で
は
、
「
モ
ウ
ス
」
を
右
側
に
書
く
の
み
で
あ
る
。
同
じ

く
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
本
『
節
用
集
』
も
、
保
「
衣
服
」
に
「
帽
子

ボ
ウ
シ



モ
ウ
ス

」
、
毛
「
財
宝
」
に
は
「
帽
子
」
と
す
る
。
黒
本
本
『
節
用
集
』
で
は
、

モ
ウ
ス

保
・
毛
両
部
の
「
財
宝
」
に
「
帽
子
」
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ボ
ウ
シ
・[

左]

モ
ウ
ス
」
「
モ
ウ
ス
」
と
付
音
す
る
。

こ
の
よ
う
な
両
語
形
の
使
用
状
況
を
反
映
し
、
『
日
葡
辞
書
』
は
、
「B

ôxi.

（
２
６
）

ボ
ウ

シ
（
帽
子
）

C
azzuqu

m
ono.

（
被
く
物
）
頭
に
か
ぶ
る
も
の
，
あ
る

い
は
，
頭
を
縛
る
も
の
で
，
つ
ば
つ
き
帽
子
，
と
ん
が
り
帽
子
，
頭
巾
や
，

か
ぶ
り
布
な
ど
．
」
「M

ôsu.
モ
ウ

ス
（
帽
子
）

禅
宗
僧
（Ienx

ù
s

）
が
仏
事

の
時
と
か
人
前
に
出
る
時
と
か
に
か
ぶ
る
あ
る
種
の
頭
巾
．
」
と
語
釈
す
る
。

江
戸
初
期
写
『
和
漢
通
用
集
』
も
、
ほ
「
財
宝
」
で
は
「
帽
子

あ
た
ま
つ

ぼ
う
し

ヽ
み
」
と
し
、
も
「
財
宝
」
で
は
「
帽
子

僧
の
頭
巾
」
と
説
明
す
る
。

も
う
す

右
の
古
辞
書
の
記
載
か
ら
、
江
戸
時
代
に
は
、
佛
具
と
し
て
僧
が
被
る
「
帽

子
」
は
「
モ
ウ
ス
」
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
っ
た
、
と
考
え
ら

れ
る
。

（
２
７
）

以
上
か
ら
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
天
台
宗
の
高
僧
が
帽
子
を
被
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
た
程
の
『
徒
然
草
』
注
釈
者
は
、
そ
れ
は
「
帽
子
」
で
あ
る

モ
ウ
ス

と
認
識
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
『
徒
然
草
』
当
段
の
「
ぼ

う
し
」
に
「
帽
子
」
を
当
て
る
こ
と
が
憚
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
直
前
の
細
川

本
に
、
「
帽
子
ト
云
事
歟
」
と
疑
問
を
残
し
て
注
さ
れ
、
以
後
こ
の
解
釈
は
、

引
き
継
が
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

六
、
結
び

本
稿
で
は
、
『
徒
然
草
』
執
筆
時
、
「
寺
法
師
」
が
「
て
ら
ぼ
う
し
」
と
発

音
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
出
発
し
、
「
寺
」
を
無
く
せ
ば
「
ぼ
う

し
」
と
な
り
、
そ
れ
に
相
当
す
る
口
頭
語
は
「
帽
子
」
し
か
な
か
っ
た
こ
と

ぼ
う
し

を
確
認
し
た
。

「
帽
子
」
は
、
三
井
寺
に
お
い
て
高
僧
が
着
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
圓
伊

ぼ
う
し

に
対
す
る
惟
継
の
言
葉
「
今
よ
り
は
ぼ
う
し
（
帽
子
）
と
こ
そ
申
さ
め
」
は
、

か
つ
て
の
同
宿
で
あ
り
今
は
僧
正
と
な
っ
た
圓
伊
へ
の
祝
意
と
寺
再
興
へ
の

激
励
が
込
め
ら
れ
て
い
た
、
と
考
え
た
。

当
段
は
、
単
に
、
「
あ
る
人
」
と
「
あ
る
法
師
」
あ
る
い
は
三
井
寺
「
な

る
法
師
」
と
の
話
で
は
な
い
。
「
風
月
の
才
」
に
富
み
、
仏
道
に
精
進
し
た

惟
継
中
納
言
と
、
か
つ
て
「
同
宿
」
で
あ
っ
て
同
じ
く
仏
道
・
歌
道
に
励
ん

で
い
る
「
寺
法
師
の
圓
伊
僧
正
」
と
の
話
で
あ
る
事
を
考
慮
し
た
解
釈
が
求

め
ら
れ
る
。

（
２
８
）

以
上
、
『
徒
然
草
』
第
八
十
六
段
・
惟
継
中
納
言
の
「
い
み
じ
き
秀
句
」

に
つ
い
て
の
私
案
で
あ
る
。

注（
１
）
高
乗
勲
『
徒
然
草
の
研
究
』
（
一
九
六
八
年
、
自
治
日
報
社
）
、
そ
の
他
、
画
像
公

開
さ
れ
て
い
る
諸
写
本
・
版
本
等
、
参
照
。

（
２
）
一
九
八
三
年
、
三
省
堂
。
一
九
九
〇
年
全
面
改
稿
、
講
談
社
学
術
文
庫
。
本
稿
の

引
用
は
、
後
者
に
よ
る
。

（
３
）
『
尊
卑
分
脉
』
『
公
卿
補
任
』
（
新
訂
増
補

國
史
大
系
）
、
『
花
園
天
皇
宸
記
』
（
史

料
纂
集
）
、
久
保
田
淳
「
寺
法
師
の
円
伊
僧
正
と
同
宿
し
て
」
（
『
国
文
学

解
釈
と

教
材
の
研
究
』

―

、
一
九
九
二
年
十
二
月
）
、
参
照
。
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（
４
）
『
続
群
書
類
従
』
第
十
五
輯
上
。
『
詠
法
華
経
和
歌
』
に
圓
伊
と
と
も
に
歌
を
詠
ん

で
い
る
こ
と
は
、
安
良
岡
康
作
『
徒
然
草
全
注
釈
』
（
一
九
六
七
年
、
角
川
書
店
）

に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
『
園
城
寺
文
書
』
第
七
巻
（
二
〇
〇
四
年
、
園
城
寺
文
書
編
纂
委
員
会
）
に
依
る
。



な
お
、
『
三
井
寺
灌
頂
脉
譜
』
（
内
閣
文
庫
・193-0105

。
近
世
写
本
）
も
同
じ
記
事

内
容
で
あ
る
。

（
６
）
こ
の
圓
伊
は
、
東
京
国
立
博
物
館
お
よ
び
清
浄
光
寺
等
蔵
・
国
宝
「
絹
本
著
色
一

遍
上
人
絵
伝
」
作
成
の
中
心
と
な
っ
た
「
法
眼
圓
伊
」
と
同
一
人
物
と
は
考
え
が

た
い
。
小
松
茂
美
編
『
日
本
絵
巻
大
成

別
巻

一
遍
上
人
絵
伝
』
（
一
九
七
八
年
、

中
央
公
論
社
）
、
同
『
日
本
の
絵
巻

一
遍
上
人
絵
伝
』
（
一
九
八
八
年
、
中
央
公

20

論
社
）
「
解
説
」
、
参
照
。

（
７
）
『
花
園
天
皇
宸
記
』
、
『
文
保
三
年
記
』
（
『
群
書
類
従
』
第
四
五
四
巻
）
、
『
武
家
年

代
記
』（
『
國
史
大
系
』
第
五
巻
）
、『
權
僧
正
道
我
集
』（
『
桂
宮
本
叢
書
』
第
八
巻
）
、

『
元
徳
二
年
三
月
日
吉
社
並
叡
山
行
幸
記
』
（
『
新
校
群
書
類
従
』
第
二
巻
）
。

（
８
）
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
に
「
大
納
言
権
僧
正
」
（
『
伝
法
灌
頂
血
脈
譜
』
）
で
あ

っ
た
圓
伊
が
、
い
つ
僧
正
に
な
っ
た
の
か
は
、
未
詳
で
あ
る
。

（
９
）
注
（
２
）
小
松
著
書

頁
、
注
（
３
）
久
保
田
論
文
、
参
照
。
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（

）
白
川
晴
顕
・
三
栗
章
夫
・
岡
村
喜
史
「
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
の
書
誌
に
つ
い
て
」

10

（
浅
井
成
海
責
任
編
集
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書

黒
谷
上
人
語
燈
録
』
〈
一
九
九

15

六
年
、
同
朋
舎
出
版
〉
所
収
）
。

（

）
小
松
英
雄
『
日
本
声
調
史
論
考
』
（
一
九
七
一
年
、
風
間
書
房
）
第
二
部
第
６
章
、

11

沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
』
（
一
九
九
七
年
、
汲
古
書
院
）
第
五
部

第
一
章
、
参
照
。

（

）
『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』
『
国
史
大
辞
典
』
『
佛
教
語
大
辞
典
』
『
織
田
佛
教

12

大
辞
典
』
等
も
、
同
様
で
あ
る
。

（

）B
.S
.L
Y
M
A
N

「T
he

C
hange

from
Surd

to
Sonant

in
Japanese

C
om
pounds

」

13

（
「PA

PE
R
S
O
F
T
H
E
O
R
IE
N
T
A
L
C
L
U
B

」1894

）
、
屋
名
池
誠
「<

ラ
イ
マ
ン
氏

の
連
濁
論>

原
論
文
と
そ
の
著
者
に
つ
い
て
」
（
「
百
舌
鳥
国
文
」

第
十
一
号
、
一

九
九
一
年
十
一
月
）
、
高
山
倫
明
「
連
濁
の
音
声
学
的
蓋
然
性
」（
『
筑
紫
語
学
論
叢
』

〈
二
〇
〇
一
年
、
風
間
書
房
〉
所
収
。
『
日
本
語
音
韻
史
の
研
究
』
〈
二
〇
一
二
年
、

ひ
つ
じ
書
房
〉
第
四
章
に
改
稿
収
載
）
、
参
照
。

（

）
一
六
三
〇
年
マ
ニ
ラ
版
『V

ocabvlario
de

Iapon
declarado

』
（
日
西
辞
典
）
、

14

『D
ictionnaire

Japonais
F
rancais

』
（
日
仏
辞
書
）
も
、
同
様
で
あ
る
。

（

）
和
語
と
漢
語
と
の
複
合
語
で
あ
る
「
寺
法
師
」
は
、
古
訓
点
資
料
に
お
け
る
鎌
倉

15

時
代
の
加
点
例
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
な
お
、
元
応
本
『
沙
石
集
』
江
戸

初
期
写
本
に
「
寺
法
師
」
「
寺
法
師
」
の
振
り
仮
名
例
が
存
す
る
な
ど
、
挙
例
の
諸

て
ら
ほ
う
し

て
ら
ほ
つ
し

本
に
は
、
濁
点
非
加
点
例
も
同
時
に
存
す
る
も
の
も
有
る
。

（

）
単
な
る
「
法
師
」
と
呼
び
、
圓
伊
の
慢
心
を
戒
め
た
、
と
す
る
寛
文
五
年
『
徒
然

16

草
句
解
』
か
ら
始
ま
る
ら
し
い
解
釈
を
採
っ
て
も
、『
徒
然
草
』
に
お
け
る
「
法
師
」

は
「
負
の
評
価
を
与
え
る
場
合
（
謙
譲
の
用
法
を
含
む
）
」
に
使
用
さ
れ
る
（
注
（
２
）

小
松
著
書
）
と
考
え
て
も
、
圓
伊
を
「
法
師
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
圓
伊
へ
の
慰
め

に
も
励
ま
し
に
も
な
ら
な
い
。
そ
の
発
話
を
、
兼
好
が
「
い
み
じ
き
秀
句
」
と
評

す
る
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
注
（
２
）
小
松
著
書
は
、
当
該
箇
所
が
烏
丸
光
広
本

に
お
け
る
唯
一
の
「
法
師
」
仮
名
書
き
例
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
「
光
広

は
、
こ
こ
に
「
法
師
」
以
外
の
も
う
一
つ
の
「
ほ
う
し
」
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と

考
え
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
だ
け
を
特
に
仮
名
で
表
記
し
た
と
い
う
疑
い
が
濃
厚
で

す
。
」
（

頁
）
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
も
う
一
つ
の
「
ほ
う
し
」
」
を
小
松
は
提

348

示
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
火
憂
し
」
説
も
、
説
得
力
が
無
い
（
注
（
２
）
小
松
著

書

頁
、
参
照
）
。

350

（

）
「
帽
」
の
漢
字
音
を
、
「
漢
音
バ
ウ
・
呉
音
マ
ウ
」
と
す
る
漢
和
辞
典
が
存
す
る
。

17

こ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
、
本
稿
中
の
用
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
有
坂
秀

世
「
「
帽
子
」
等
の
仮
名
遣
に
つ
い
て
」
（
「
文
学
」
一
九
四
一
年
七
月
〈
『
国
語
音

韻
史
の
研
究
増
補
新
版

』
一
九
五
七
年
、
三
省
堂
〉
所
収
）
、
参
照
。

（

）
『
続
日
本
絵
巻
大
成

』
（
一
九
八
四
年
、
中
央
公
論
社
）
、
参
照
。

18

19



（

）
智
証
大
師
一
一
〇
〇
年
御
遠
忌
記
念
『
三
井
寺
秘
宝
展
』
図
録
（
一
九
九
〇
年
、

19

東
京
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立
博
物
館
・
名
古
屋
市
博
物
館
編
集
）
の
写
真
を
引

用
し
た
。

（

）
『
続
日
本
絵
巻
大
成

』

頁
下
段
中
央
の
青
い
衣
を
纏
っ
た
僧
。
詞
書
き
と
の

20

19

68

対
応
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
同
書
小
松
茂
美
解
説
は
、
「
禅
の
悟
入
を
遂
げ
た
天
狗

を
表
わ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
す
る
。
『
続
日
本
の
絵
巻

天
狗
草
紙
』
（
一
九

26

九
〇
年
、
中
央
公
論
社
）
も
同
じ
。

（

）
こ
の
点
は
、
総
本
山
園
城
寺
（
三
井
寺
）
執
事
長
の
福
家
俊
彦
氏
か
ら
ご
教
示
い

21

た
だ
い
た
。
天
台
宗
の
高
僧
が
帽
子
を
着
用
す
る
こ
と
は
、
今
に
続
く
。

（

）
兼
好
は
、
天
台
宗
大
僧
正
の
慈
遍
を
兄
弟
に
持
つ
。
林
羅
山
『
野
槌
』
巻
頭
に
、

22
「
兼
好
は
天
台

の
教

を
学

び
て
、
又
荘
老

の
道
を
も
う
か
が
ふ
と
見
え
た
り
。
」（
内

ダ
イ

ケ
ウ

ま
な

サ
ウ
ラ
ウ

閣
文
庫203-0146

。
江
戸
刊
本
・
九
ウ
）
と
あ
る
。

（

）
『
日
本
随
筆
大
成
』
（
第
二
期
第

巻
、
一
九
七
四
年
、
吉
川
弘
文
館
）
に
依
る
。

23

12

（

）
続
々
群
書
類
従

第
十
二

宗
教
部
。
底
本
・
黒
川
真
道
所
蔵
本
の
合
字
を
片
仮
名

24

と
し
、
引
用
す
る
。
内
閣
文
庫
蔵
『
諸
宗
階
級
』
（192-0032
）
も
、
確
認
し
た
。

（

）
山
田
忠
雄
「
解
題
」
（
『
桂
本
佚
名
古
辞
書
』
一
九
七
九
年
、
勉
誠
社
）
、
参
照
。

25
（

）
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
（
一
九
八
〇
年
、
岩
波

26

書
店
）
。

（

）
そ
の
他
、
紙
幅
の
都
合
で
掲
載
を
略
す
室
町
・
江
戸
期
の
古
辞
書
で
も
同
様
で
あ

27

る
。
そ
の
若
干
例
を
追
加
す
る
。
天
理
図
書
館
蔵
『
増
刊
下
学
集
』
文
明
頃
写
本

・
龍
門
文
庫
蔵
室
町
中
期
写
『
節
用
集
』
・
室
町
後
期
写
正
宗
文
庫
蔵
本
『
節
用
集
』

―
保
と
毛
の
「
衣
服
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
帽
子
」
と
「
帽
子
」
あ
る
い
は
「
帽
子
」
。

ボ
ウ
シ

モ
ウ
ス

モ
フ
ス

明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
本
『
節
用
集
』
・
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
本
『
節
用

集
』
・
天
理
図
書
館
蔵
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
『
節
用
集
』
室
町
末
期
写
本
・
饅
頭
屋
本

『
節
用
集
』
室
町
末
期
刊
本
―
保
と
毛
の
「
財
宝
」
に
「
帽
子
」
「
帽
子
」
。
慶
長

ボ
ウ
シ

モ
ウ
ス

二
年
（
一
五
九
七
）
刊
易
林
本
『
節
用
集
』
―
保
と
毛
の
「
食
服
」
に
「
帽
子
」「
帽
子
」
。

ボ
ウ
シ

モ
ウ
ス

龍
門
文
庫
蔵
天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
写
『
節
用
集
』
―
「
衣
服
」
に
「
帽
子
」
、

ボ
ウ
シ

「
財
宝
」
に
「
帽
子
」
。
慶
長
五
年
本
『
節
用
集
』
―
「
帽
子
」
（

オ
）
。
恵
空
『
節

モ
ウ
ス

モ
ウ
ス

32

用
集
大
全
』
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
刊
―
保
と
毛
「
絹
布
」
に
「
帽
子
」
と
「
帽
子
」
。

ぼ
う
し

も
う
す

（

）
圓
伊
の
歌
は
、
『
新
後
撰
集
』
（
正
安
三
年
〈
一
三
〇
一
〉
成
立
）
に
は
じ
め
て
入

28

集
さ
れ
、
『
玉
葉
集
』
に
二
首
が
入
っ
た
。
そ
し
て
、
三
首
が
撰
ば
れ
、
圓
伊
が
勅

撰
歌
人
と
し
て
定
着
し
た
『
続
千
載
集
』
は
、
園
城
寺
焼
き
討
ち
の
六
日
前
、
文

保
三
年
（
一
三
一
九
）
四
月
十
九
日
の
成
立
で
あ
っ
た
。

一
方
の
惟
継
は
、
『
玉
葉
集
』
『
続
千
載
集
』
に
各
一
首
入
集
さ
れ
た
も
の
の
、
文

保
三
年
の
時
点
で
は
、
圓
伊
に
及
ば
な
い
。

藤
原
定
家
仮
託
の
歌
学
書
『
三
五
記
』
（
引
用
は
、
承
応
二
年
〈
一
六
五
三
〉
刊

本
）
「
鶯
末
」
冒
頭
に
は
、
「
た
ヽ
哥
を
持
て
、
往

生

す
へ
し
」
と
経
信
卿
に
説

わ
う
じ
や
う

く
老
翁
（
歌
神
・
住
吉
明
神
）
が
登
場
す
る
。
こ
の
歌
神
は
、
「
赤

地
の
に
し
き
の

あ
か
ぢ

帽

子
」
を
被
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
神
を
想
わ
せ
る
「
帽
子
」
と
圓
伊
を
呼
ぶ
惟
継

ぼ
う
し

の
言
葉
に
は
、
歌
の
道
を
も
究
め
よ
う
と
し
て
い
る
圓
伊
へ
の
親
愛
な
ら
び
に
崇

敬
の
念
も
含
ま
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
、
や
は
り
『
続
千
載
集
』『
風

雅
集
』
な
ど
の
勅
撰
歌
人
で
あ
っ
た
兼
好
が
感
心
し
、
「
い
み
じ
き
秀
句
也
け
り
」

と
評
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

[
付
記]

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
の
細
川
幸
隆
所
持

本
『
徒
然
草
』
、
内
閣
文
庫
蔵
諸
本
・
広
島
大
学
蔵
諸
本
を
原
本
閲
覧

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
紙
幅
の
都
合
で
出
典
を
省
略
し
た

原
本
複
製
本
・
翻
刻
本
を
参
照
し
、
国
会
図
書
館
・
内
閣
文
庫
・
国
文

学
研
究
資
料
館
・
京
都
大
学
図
書
館
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
・
筑
波
大



学
図
書
館
・
國
學
院
大
學
図
書
館
・
龍
谷
大
学
図
書
館
・
市
立
米
沢
図

書
館
が
公
開
し
て
い
る
貴
重
書
画
像
を
活
用
い
た
し
ま
し
た
。
原
本
所

蔵
者
・
複
製
・
翻
刻
本
作
成
者
・
画
像
公
開
機
関
、
お
よ
び
本
誌
査
読

委
員
・
編
集
部
の
皆
様
に
対
し
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
さ
さ
き
い
さ
む
・
広
島
大
学
大
学
院
教
授
）


